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暗黙の知能観と自尊感情が目標設定に及ぼす影響
―他者共存場面での検討―

○吉中 淳（弘前大学） 一戸慧利佳＃（株式会社 ）

キーワード：暗黙の知能観，自尊感情，目標設定

問題と目的

暗黙の知能観とは，知能とは何かという問いに

対する個人の回答を指し，「知能とは柔軟なもので

努力によって成長させることが可能」という増大

理論と，「知能は固定的で努力しても変えられない」

という実体理論に分かれ，増大理論を持つ者は挑

戦を通して能力を成長させようとする熟達目標を

設定するのに対して，実体理論を持つ者は能力そ

のものよりもむしろ他者から良い評価を得られる

ことを重視し，悪い評価を避けようとする遂行目

標を設定するという（ ）。つ

まり，増大理論を持つ者は失敗を恐れないため，

強気の目標設定を行うことが予想されるが，実体

理論を持つ者は，失敗を恐れ，弱気な目標設定を

することが予想される。

本研究では，課題として連続して行う計算問題

を取り上げ，直近の成績を踏まえて他者に次回の

目標設定を宣言するという他者共存場面における

目標設定について，暗黙の知能観と，同じように

目標設定に影響を与えることが指摘されている自

尊感情の要因（磯崎ら ）の影響を検討する。

方 法

事前調査で尺度得点の分布状況を把握し，暗黙

の知能観の種類と自尊感情の高低をそれぞれ中央

値によって分割して４群を構成し，各群から実験

参加者を抽出した。

事前調査の実施期日と調査対象

年 月，質問紙調査を実施し，大学生

名中，回答に不備のあるものを除いた 名（男

子 名，女子 名）を分析の対象とした。

使用した尺度

（ ）を翻訳して作成した知能観尺度

項目（ 件法）と， （ ）を山本・松

井・山成（ ）が翻訳した自尊感情尺度 項

目（ 件法）。

事前調査の結果

知能観尺度のα係数は 平均 標準偏

差 中央値 であった。自尊感情尺度の

α係数は 平均 標準偏差 中央値

であった。

実験対象者の人数

各群の人数は以下の通り。（）内は事前調査の人

数。

増大理論・自尊感情高 （ ）

増大理論・自尊感情低 （ ）

実体理論・自尊感情高 （ ）

実体理論・自尊感情低 （ ）

実験材料

内田クレペリン検査を参考に作成した加算問題。

実験の手続き

～ 名の参加者を同時に実験室に呼び， 秒

の練習の後， 分間の加算作業を 回実施した。

各回，作業量を口頭で報告させるともに，次の試

行の目標を記入させた。目標と実際の作業量との

差を達成差，作業量と次回の目標の差を目標差と

して分析した。

結果と考察

独立変数を知能観と自尊感情，従属変数を目標

差と達成差とした分散分析を実施したところ，目

標差・達成差のいずれも知能観の主効果がみられ

た （ 目 標 差 達 成 差

）。自尊感情の主効果と交互作

用とはいずれも有意ではなかった。 に

平均値を示す。目標差の結果から，増大理論群は

実体理論群よりも強気の目標を設定していたとい

える。一方，達成差の結果からは実体理論群は目

標以上の達成を成し遂げたのに対して，増大理論

群の達成は目標を下回る傾向がみられた。
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Figure 1 暗黙の知能観別 目標差・ 達成差
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項目
項
目
数

発現
数 内容 （定

番）

（指
示
版）

感想
シート

82名 78名 78名

行動化の傾向 行動化の傾向 興味・挑戦したい、積極的に取り組みたい、行動することが大切（したい）、行動で
きた

考えることの重要さ 考えることの重要さ 多角的に考えることが大事、考えた・深まった、考え方（意識）が変化した、明確化
できた、ビジョン

単純な感想 単純な感想

面白い話を聞けた、楽しかった、楽しく過ごしたい、勇気が出た、刺激になった、参考
にした,やりがいが大切、価値観が聞けた、達成感を持つこと、自己理解が必要、他
者との関わりも大切、人脈が大切、コミュニケーション力が必要、リーダーシップが必要,
感謝・思いやりの気持ちが大切、経験を積む、多様性、判断力が大切、具体的にイ
メージできた

困難な事から逃げない 困難な事から逃げない 困難を乗り越えることが大事、粘り強くいきたい、試行錯誤すること必要,努力が大
切、成功したい、貢献したい

前向きな思考 前向きな思考 ポジティブ思考が大事、ポジティブになった、モチベーションが上がった、目標を持つことが
大切、PDCAが大切、改善すること

視野の広がり 視野の広がり 視野の広がり（ひろげたい）、知識の修得ができた
成長願望 成長願望 成長に活かしたい、成長したい,成長した、自分を変えたい
主体性への気づき 主体性への気づき 自立的（主体的）を持ちたい
無変化 無変化 大きな変化はない
自信を持つ 自信を持つ 自信を持ちたい,自信がついた
不安 不安 身につけられるか不安,あせりや不安を感じた
人間形成の本質 人間形成の本質 本質を見極めたい
振返りについて 振返りについて 振返り
自己否定的な感情 自己否定的な感情 苦しかった
合計 項目合計

調査対象数238名

キャリア教育における振り返りの効果
― 一枚ポートフォリオ評価（ ）を使用して―

原 瑞穂（山梨大学）

キーワード：キャリア教育，振り返り，

はじめに

本学の全学共通科目である「人間形成論」は， 名

の一斉授業形式で，偉業を成し遂げた講師の話を聞く形

をとるものである。この授業の効果を検証するために，

学生に毎回の授業の振り返りを書かせることによって，

個々の内省を深める試みを行った。

目 的

本研究では，キャリア教育の授業における振り返りの

方法が，学生の授業内容の受け止め方やその後の行動へ

どのように影響するのかを検証し，より効果的な振り返

りを検討することを目的とする。

方 法

時期 平成 年 月から 月。

対象者 平成 年前期に本学の全学共通教養科目の「人

間形成論」の受講学生 名の内，未提出者と内容の不

備な者 名を除いた 名を調査対象とした。

手続 調査は授業中に実施し，調査前に調査対象者に調

査の趣旨と個人情報及び結果の取り扱いに関する説明を

行った。回答をもって同意が得られたと判断した。

調査内容 振り返りシートとして， 原版， 改定

版，感想シートを使用した。 原版は毎回一番大切だ

と思ったことを， 改定版は，加えてそれについて考

えたことを，感想シートは単に感想を書くものであった。

には毎回教員からのフィードバックがあるが，感想

シートは提出するだけ

であった。

結 果

まず， 原版は，

発現数が 語と最も

多く，「深まった」「意

識が変化した」など，

考えを深め，行動につ

ながっていることが分

かる。 改定版は，

発現数が 語であり，

「〇〇が必要」「〇〇が

できた」など，単純な

感想が多く，続いて考

える内容が多かった。

感想シートは，発現数

が 語と より少な目であり，積極的な行動への意

識を表す内容が多かった。結果を に示す。

考 察

教員からのフィードバックの有無により，記述内容に

違いが出ることが示唆された。 使用の学生の発現数

も多く，語彙も豊富で記述内容も多彩であった。 に

おける教員からのコメントや印などがコミュニケーショ

ンの手段となり，授業態度に良い影響を及ぼしていると

考えられる。また， の質問事項は，指示的でない方

がより自由に記述されることが示された。一方，感想シ

ート使用の学生は，積極的な内容が多かったが，発現数

が少なかった。教員からのフィードバックがないために

集中度が低下し，記述内容が平坦になると考えられる。

また，授業以外の内容や講師への批評などが多くなる傾

向が見られた。感想シートをチェックして毎回返却する

などの方法をとらない限り，実施の意味を持たない可能

性がある。

以上のことから，キャリア教育における振り返りは，

双方向性のあるものがより効果的であることが確認され

た。また，学生の内省を深めるためには，振り返りシー

トの内容，質問の文言を吟味する必要があることが示さ

れた。

振り返り 種類の内容の比較一覧

― 618―


